
□2020年9月17日 〈排水性舗装 ～表面の舗装ができるまで～ 施工作業のご紹介〉

鳥取自動車道の暦の「９／１7」の欄に「工事写真あり」で！

　

           ＜紹介＞　排水性舗装の施工

◆「排水性舗装」の施工の紹介です
　　　　　　　　　～舗装の表層（表面の舗装）が出来るまで（作業の流れ）～

※散水車で水を散布し、降雨状態を再現しています

<祝>閲覧者数10,000超！
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アスファルトフィニッシャ

人力作業

ロードローラ（タイヤローラ）

③「転圧」作業

①「材料運搬・供給」作業

②「敷き均し」作業

ダンプトラックにより材料（合材）を運搬し、敷き均し

作業を行うアスファルトフニッシャに材料を供給します。

アスファルトフニッシャにより材料（合材）を敷き均し、

更に作業員の方が細かい調整で敷き均しを行います。

敷き均した材料（合材）

は、ロードローラ（タ
イヤローラ）により、
転圧を行い表面を平坦
にします。

敷き均し，転圧作業時の材料（合

材）温度は「１５０℃」。

家庭で天ぷらを調理する時の天ぷ

ら油の低温（150℃～160℃）と
同等の温度です。

※作業員の方は安全対策を行い、

150℃の高温上，周辺で作業を

行っております。

※合材：「砕石・砂・石粉及びアスファルト」を所定の割合で

配合した混合材料

完成！
（表層）

鳥取自動車道の暦の「９／１０」の欄に「工事写真あり」で！

　

＜紹介＞　排水性舗装の構造と仕組み

◆現在施工中の「排水性舗装の構造と仕組み」のご紹介です
　　～各ＩＣ間の集中規制で、耐久性が有り，排水機能を有した「排水性舗装」を鋭意施工中～

①舗装表面に隙間が有り
雨水が舗装内部に浸透

※降雨時の場合

※散水車で水を散布し、降雨状態を再現しています

③雨水は車道の外に排出されます
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＜仕組み＞排水機能

＜構造＞

一般的な舗装

＜構造＞

排水舗装

舗装表面は、

詰まっており、
舗装内部には
隙間がありま
せん。

舗装表面に、

隙間が有り、
舗装内部に空
隙という隙間
があります。

雨
水

現在、「駒帰交差点～智頭ＩＣ」間で施工中。

引き続き各ＩＣ間で施工を行いますので、通行規

制情報や道路情報板を確認していただき、安全な
通行をお願いいたします。

通行規制のご理解とご協力を
お願いいたします。

　

＜排水性舗装の施工＞　智頭ＩＣ付近の舗装を直しました

◆「智頭ＩＣ付近・鳥取方面」の舗装を直しました。
　　今回の集中規制では、「西粟倉ＩＣ～鳥取ＩＣ」区間の路面の悪い箇所について舗
   装を直す工事を行います。
   ９／８（火）より、各区間について随時「排水性舗装」の施工を行います。
　
　 引き続き規制期間で各ＩＣ間の舗装を直す作業を行いますので、
　ご理解とご協力をお願いいたします。

凹凸による水溜まり等が有り、
走行性が悪くなっていました。
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舗装表面に雨水が溜まりにくい舗装です
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